
令和７年度（202５） 藤野中学校 グランドデザイン 

学校教育目標 

支え合い、学び合い、伸ばし合う 

本年度の重点と取組   自立（律）心・主体性の醸成   

＊実社会につながる学びへの進化 

１ セルフ･マネジメント能力の育成（見通しをもって主体的に考え、実践する生徒） 

① 夢を語り自身の未来を描ける生徒の育成を図る。 

・自身のｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝを描ける支援とキャリア教育の推進 

・地域連携による地域人材を活用した職業意識の啓発 

・連続的な学びと育ちを重視した幼保小中一貫教育の推進 

② 特別活動による自己有用感の醸成を図る。 

・特別活動と連携した自律的生活リズムの構築 

・自己判断･自己決定の啓発と場面設定の保障 

・困難に直面しても粘り強く取り組むことができる健康で安全な生活の保障 

２ 個に応じた確かな学びの保障（学びを自己調整できる生徒） 

（自己や他者、教材との対話を通して、学びを深める生徒） 

① 校内研究を生かし、「めざす資質・能力」の育成、「主体的に学び合う授業づくり」を推進する。 

・「つなぐ・もどす」を意識し、対話的な深い「学び合い」の授業公開と相互参観の推進（同僚性） 

・「個別最適な学び・協働的な学び」の一体的な充実を図り、一人一人の生徒を主語にする授業づくり 

・スタートとゴールを意識した授業づくり 

② 個に応じたきめ細かい指導･支援を展開する。（支援教育の充実） 

・授業と評価の一体化を図り、評価が次の学びや学習意欲の向上につながる授業の工夫 

・学習環境の整備（学年エリアを学習室として使用・自主学習用具の工夫） 

・コミュニケーションスキルと表現力向上の支援 

・「Step Room」の活用と支援体制の有機的連携 

３  命を大切にし、多様性を認め合える人間関係の構築（仲間を大切にできる生徒） 

① いじめを許さない正義と思いやりを基盤とした集団作りを推進する。 

・共通理解に基づいた組織的な支援と指導体制の構築  

・思いやりを基盤とし、聴き合い話し合える集団づくり（「思いやりスローガン」づくり） 

・生活、行事、学習の場面での異学年交流の充実 

② 自治的能力を高める生徒会活動の活性化を図る。 

・生徒会本部生徒を中心としたよりよい環境づくり（藤中未来会議の継続） 

・PDCAサイクルに則った生徒会活動の支援（みそあじタイムや定例の専門委員会等） 

・藤中祭等、生徒会行事を通したリーダーの育成 

・地域社会に役立つ活動の支援と充実を図る。 

・自己有用感を育むボランティア活動の推進（他者や地域へ貢献） 

・地域教育力の活用と、地域への発信力の強化 

 

めざす学校像   

○ 安心して生活でき、地域・保護者に信頼され、共に育つ学校 

○ 主体的、対話的で深い学びが保障され、確かな学力が身につく 

学校   

○ 生徒が中心となって活動し自己肯定感を高めることのできる学校 

  

めざす生徒の姿 

〇相手も自分も大切にした

温かく、やわらかな関わ

りを築こうとする生徒 
〇仲間とともに、自ら学び、

考え行動（対応）できる

力をもった生徒 

〇「しなやかで強い心」を

もった生徒 

〇多様性の理解と受け入

れ、コミュニケーション

がとれる生徒 

〇他者や地域に貢献できる

生徒、しようとする生徒 

めざす教職員の姿 

○生徒と共に感動を分か

ち合う、情熱をもった

人間味あふれる教職員 

○常に自己研鑽に努め、

生徒の学ぶ意欲を引き

出す教職員 

○チーム藤野の下、生徒

が主役の学校運営を推

進する教職員 

○地域や社会に開かれた 

学校を大切にし、地域

と共に歩む教職員 

プロジェクトチーム：中長期的な視点に立ち、直面する課題を解決する。 

教務部   学習指導部   生徒指導部  特別活動部  校内研

究・研修  総務部 

ＰＤＣＡサイクルによる教育活動・ 

PLAN（計画）⇒DO（実践）⇒CHECK（評価）⇒ACTIＯＮ（更新）= 

藤野のめざす子供像 「主体的に考え、行動できる子ども」 

育成したい基礎的・汎用的能力 「つながる力」「自律する力」 

・自分から関わったり、自ら課題を見つけて解決しようとしたりする力を伸ばす 

【教師力の向上】 

・ＯＪＴを基本にした人材育成（市人材育成指標参照） 

・研修を活用した教職員としての専門性の向上 

・「支え合い、学び合い、伸ばし合う」同僚性に満ちた教師

集団 

【家庭・地域との連携】 

・ボランティア活動を積極的に推進し、地域に貢献するこ

とに喜びを感じる生徒の育成 

・地域と連携、協働するキャリア教育の推進 

・安全、安心な学校づくり（防災教育の充実） 


